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1４ 田中均・高橋努・田代正之・加登住誠・本多栄喜・－瀬めぐみ
貝化石密集層の分布は秩父帯北帯ではENE-WSW方
向を軸とした一大向斜構造をなす白亜系物部川層群の
東西両翼に出現していると思われるが地域によって
は，その片翼のみの分布が見られる（Tnshiroand
KozaLl984)．
東翼の下部白亜系物部川層群は，先白亜系上を不整
合に覆う領石層またはその相当層に始まり，物部層ま
たはその相当層，柚木層またはその相当層，日比原層
が順次整合関係で累重する．
一方西翼では，その基底は日比原層か，その相当層
から始まり，下位の白亜系を欠くことが多いこの秩
父帯下部白亜系の向斜構造の両翼間で異なる層序を示
す理由については田代（1985,19941995など）で議
論されている．
一方，日比原層下部層とは異なるアプチアンの動物
群は，秩父帯中・南帯（黒瀬川構造帯・三宝山帯)，
東北地方の宮古層群および九州の先外和泉層群などに
知られている（田代，1993)．
秩父帯北帯（テチス北方型）と南帯（テチス型）の
アプチアンの二枚貝化石相は，属の構成では類似する
一方で，汎世界的種に同定または対比された数種を除
き，構成種が異なる．このことは，同じ時代ほぼ同様
な堆積環境を示しているけれども，生存域に地理的，
緯度・温度差的生息環境の違いがあることを示唆して
いる（田代,1985)．秩父帯南帯型（テチス型）のアプ
チアンーアルビアンの動物群は，九州八代山地では八
代層，袈裟堂層，大分県三重地域では小坂層・溜水層
(Tanaka，1989)，四国では高知県物部地域の南海層群
萩野層や四シ白層，徳島県の狸谷層や中伊豆層などに
知られている（田代,1993)．東北地方の宮古層群の化
石群もこの南帯型（テチス型）動物相であり，秩父帯
北帯の日比原下部層型のテチス北方型動物相と異なっ
て，いずれの地域でも，下位に“烏の巣層群”または
その相当層（九州では坂本層・黒崎層・元山部層；東
北では相馬層群）が分布する．
2）八代地域と四国の下部白亜系の地質構造とその
分布
熊本八代地域において向斜構造の東翼と考えられる
下部白亜系は，東陽村小原地区に分布するこの下部
白亜系は高知の物部川層群の領石層を特徴づける赤
色礫岩からはじまり（小原層)，物部層と共通する動
物化石を産出する砂岩一泥岩（三峰山層）を経て，日
比原層の動物化石群を産出する優白色砂岩と厚い泥岩
層（東陽層）へ変化している．この下部白亜系は，下
位の鳥の巣層群と異質のジユラ系（佐野，1977）を不
整合に覆うとともに明らかに物部川層群の東翼の特徴
を示している（田代・池田1987)．
八代地域で，西翼に相当する下部白亜系は，恐らく
葦北地域の宮地層とその上位に重なる日奈久層と考え
られる．宮地層の下位には，白亜系は存在せず，四国
の場合と同様に宮地層を基底にして堆積している可
能性があるが，本調査地域では，宮地層の下部はすべ
て，断層関係であり，その詳細は不明である．
なお，九州において四国の東翼の下部白亜系に相当
する地層群には，大分の侃楯山層群（Tanaka，1989）
や，宮崎の鞍岡層群（田中ほか，1997）などがあり，
その西翼に相当する下部白亜系は，熊本県上益城郡美
里町の砥用層（河野ほか，2002）と思われる
4）宮地層の上位の地層
宮地層模式地付近では，宮地層の上位には暗灰色泥
岩優勢なタービダイト性砂岩泥岩互層が重なり，その
上部ではさらに暗灰色泥岩が大部分を占める“深海貧
酸素堆積環境”が想定される岩相より構成される．松
本・勘米良（1964）は，岩相の特徴から熊本県中
央部の上益城郡美里町砥用を模式地とする砥用層の西
方延長部であろうとし，“砥用層相当層”とした．“砥
用相当層”は，砥用層（最後期アプチアンーアルビア
ン）の一部で，その西方延長部と見て間違いないよう
であり，高知県の物部川層群日比原層中一上部層に対
比できる地層である．八代南方の高田付近では，宮地
層は，肥後高田駅の東方の山麓部に東側を断層関係
で八代層と接しわずかに分布するが，その上位は八
代平野に没し不明である．
八代市日奈久西南方の二見海岸に露出する宮地層も，
その地点では，高田同様，上位は海中に没し，よく分
からないしかし，最近その走行方向の東側延長部に
相当すると見られる地域に浅海生の貝類化石の掃き寄
せ状密集層で特徴づけられる宮地層特有の岩相を，日
奈久東方の山中に見出したこの地点の宮地層の上位
に分布している暗灰色泥岩は日奈久層模式地の日奈
久層そのものである．その日奈久層の特徴は，深海貧
酸素堆積環境を思わせる暗灰色泥岩優勢なタービダイ
ト相である（図２，図３)．
ところで，日奈久図幅（松本・勘米良，1964）では，
3）秩父帯北帯型（テチス北方型）と南帯型（テチ
ス型）アプチアン動物群の分布
日比原層下部層のアプチアン後期のアンモナイト類
を含む浅海生貝化石密集砂岩層から多量に産出する貝
類は，宮地層の含浅海生貝化石砂岩層から多量に知ら
れるトリゴニアやタマキガイ類をはじめとする貝類と
ほぼ同種である．その産状も酷似しており（田代ほか，
1994)，宮地層の二枚貝化石相は，日比原層下部層の
それに対比きれる．
１５熊本県南西地域の白亜系宮地層とその分布
石が多量に産出するおそらくこの露頭は下位の川口
層である．
これまでのことを整理すると，四国の秩父帯北帯の
物部川層群に相当する八代一葦北の下部白亜系は，宮
地層と日奈久層である．川口層と八竜山層の岩相や産
出化石は，四国秩父帯南帯の南海層群．四万十帯の
堂ヶ奈路層群などの下部白亜系に極めて類似している．
"八竜山層，，と日奈久層は，不整合関係にあるとされ
てきた．この見解は，おそらく芦北海岸の露頭から判
定された解釈であろう．現在，芦北海岸は，人工の砂
浜に覆われて，両者の関係が不明瞭になっているが，
芦北海岸の上田浦に日奈久層と“八竜山層”との不整
合として知られた露頭がある．日奈久層の基底礫岩と
される礫岩層は大小ざまざまなチャート礫を主とする
亜角礫－円礫を多量に含み基質は暗灰色泥岩から構成
され，層厚１０数ｍ－数10ｍに及ぶ．この礫岩層は，
走向方向に追うと，最近観光開発された「御立岬」に
も広く分布している．この礫岩層は，上位（日奈久
層）・下位（"八竜山層，'）の暗灰色泥岩層の中に挟在
する．ここでの下位の“八竜山層，,と上位とされる日
奈久層の走向・傾斜には変化がない．また，この礫岩
層は著しい逆級化を示していることから恐らく海進時
の大規模な土石流堆積物を示していると観るべきであ
る．
アプチアンーアルビアン期に生じた汎世界的な巨大
な海進は，本邦の白亜紀層に深海性貧酸素堆積環境
を示す暗灰色泥岩一シルト岩の膨大な堆積物を残して
いる．四国では物部川層群日比原層中一上部層および
その相当層群がこれにあたる（田代，1993)．
曰比原層では，浅海生動物群を含む下部層堆積後，
急速に暗灰色泥岩を主とするタービダイト相の中部層
に転じ上半部には，巨大な礫岩層を伴うスランプ相
が出現する．おそらく世界的に進行した急激な海進に
伴い生じた浅海部から深海部へのスランプ供給物であ
ろう．日比原層上部層の下半部は無酸素環境を示す暗
灰色泥岩であるが，上半部では，暗灰色泥岩一シルト
岩に変わり，公海`性のイノセラムス，アンモナイト，
アムシュウムなどの化石が見られるようになり，海進
の終息を示す堆積物へと変わっている（田代，1993)．
美里町の砥用層は下部にスランプ礫岩層があり主体
は，公海生貝化石を含む暗灰色泥岩からなり，おそら
く，日比原層の中一上部に対比されるアルビアンの地
層だと思われる．
以上の事実から考察すると，芦北海岸の“八竜山
居”は，四国の物部川層群曰比原層中部層に，下位の
宮地層は日比原層下部層に対比されるまた，芦北海
岸の日奈久層は日比原層上部層と見ることが出来る．
“八竜山層”と日奈久層が連続して見られる地域と
しては，日奈久図幅（松本・勘米良，1964）では，球
磨川左岸の今泉の西側に図示されてきたが，今回こ
の地域では日奈久居の下位に宮地層が確認きれ，宮地
層と南側の八竜山層は断層関係であることが分かった．
また，肥後二見の砕石場跡の大露頭は，八竜山層の
大摺曲構造が露出しているとされていたしかしなが
ら，そこからは浅海生動物化石を含まず，汽水生貝化
5）宮地層の分布と地質構造
熊本県西南地域八代一葦北周辺の宮地層の基本的な
分布傾向は，地質図（図2）に示すように九州南西
部の海岸線に平行して北東一南西である．この事実は，
日奈久図幅（松本・勘米良，1964）の日奈久帯ときれ
ていた西方に宮地帯が分布する事になる（図8)．ま
た日奈久地域では，ほぼ走向に直交した北西一南東
方向の複数の胴切り断層により大きく東側にずれて分
布している．この芦北海岸一八代山地に観られる北西
一南東方向の複数の断層は，この地域の西側に位置す
る天草諸島にみられる多くの西北西一東南東方向の胴
切り断層（大塚，2001）と調和している．
さらに千田ほか（1991）によれば，獅子島の南
東5.7kｍ地点の八代海には，ＮＷ落ちの断層があり，
明らかな累積性が認められている．その内容は，Ｋ
Ａｈ（アカホヤ）火山灰の変位は2.5m，その上位の反
射層は０６ｍの変位，さらに下位の音響基盤は，6.5ｍ
の変位が認められる,,と記述されている．この断層が，
累積変位を伴う正断層であれば八代海の拡大との関連
性が示唆されるとともに芦北海岸一八代山地に観られ
る北西一南東方向の複数の断層の形成にも影響を与え
た可能性もあり，今後検討を要する．
まとめ
l）宮地層は曰奈久層の下位に分布することが確認さ
れ，宮地層と南側の“八竜山層'’は断層関係であ
る．
2）宮地層は，四国の秩父帯北帯の下部白亜系物部川
層群曰比原層下部層に対比され，その地質年代は
アプチア後期である．
3）宮地層に断層関係で接する八代層の地質時代はア
ルビアンとされているので，宮地層の下位の地層
ではない．なお八代層から産出した動物群は秩父
帯南帯の下部白亜系南海層群の動物群と関連性が
あり，宮地層産動物群とは異質のものである．
4）芦北海岸の“八竜山居，，とされていた地層は，宮
地層直上の曰奈久居である．
5）「芦北海岸の“八竜山層，，と曰奈久層との不整合」
の根拠とされていた礫岩露頭は，日奈久層中部に
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図８宮地帯の宮地層．日奈久層および八代層の分布
1７熊本県南西地域の白亜系宮地層とその分布
出現するアルビアンの海進時の大規模土石流堆積
物の露頭である．
6）八代一芦北海岸の宮地層の分布は，北西一南東方
向の複数の胴切り断層のため，東側にずれて分布
している．このような構造運動は西側に位置する
天草諸島の地質構造と調和している．
7）八代海には，明らかな累積性が認められるＮＷ落
ちの断層が確認されているこの断層が，八代海
拡大に関与している断層かを検討する必要がある．
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